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足利尊氏将軍1338＝12歳：後醍醐天皇が崩じた時，一族和田和泉守とともに行宮の守護に当たった。

南軍の将として畿内各地を転戦し，

・・・・・・1344＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：河内観心寺鎮守社が罹災した際には，後村上天皇に奏上し再建に尽力した。
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｢太平記｣に描かれた桜井駅における正成・正行父子訣別の場面は，敗戦前，忠孝の典型として修身教科書や
小学唱歌などにとりあげられた。

｢この人どんな人｣，｢没年日本史人物事典｣，｢人物日本歴史館｣，｢日本の群像｣，平凡社百科事典，山田風太郎｢人間臨終図巻｣，


